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＜井口小に鬼来たる＞

２月３日は節分です。節分には昔から，豆

まきをする，巻きずしやいわしを食べる等と

いった習わしがあります。本校でも，節分に

ちなんで，３日（金）に，スマイル学級，第

１学年，第２学年の教室に突然，鬼が現れま

した。子どもたちは大変びっくりしていまし

た。本当はやさしい鬼で，子どもたちの成長

を心から願っていました。

＜学校安全ガードボランティアの会＞
２月４日（土），本校コンピューター室で，

学校安全ガードボランティアの顔合わせ会を

開きました。ＰＴＡ会長宮本様をはじめとし

て２３名の参加者がありました。最初に自己

紹介の後，学区の通学路の状況や見守り活動

時に着用する緑色のジャンパーの効果等につ

いて情報交換をしました。続いて西区役所区

政振興課 安全・コミュニティ担当課長の蓼

原清道様より「安全・安心なまちづくり」と題して平成２３年度の犯罪発生状況や

登下校時の見守り活動等についてお話をいただきました。学校や地域の安全に対す

る意識を高めるうえにおいて，有意義な会になりました。

＜広島と栃木をつないだ１本の幟＞

右の写真は，１月に行われた都道府県対抗男子駅伝の時に岡

山県と栃木県チームを応援するために，本校の６年生が作った

幟です。今回，この幟が栃木県の地元のニュースで放映された

ことで，６年生がテレビ局の方にお礼の手紙を書きました。す

ると今度は，この手紙がニュースで紹介され，テレビ局の方か

らお礼の手紙と放映内容が入ったＤＶＤが届きました。手紙に

は，「子どもたちの気持ちに感動し，『伝える』ということの大

切さに改めて気づかされた。広島と栃木の距離がぐっと短くな

った。」という内容が書かれてありました。子どもたちの作った１本の幟が，広島

と栃木をつないだ心温まる出来事でした。



＜新年書き初め大会表彰式＞
１月８日（土）に行われた新年書き初め大会

の表書式が，井口地区自主防災会会長 東友一様，

広島市西消防署予防課課長 寺川昌宏様をお迎え

して，２月７日（火）に図書室で行われました。

９４名の参加者の中から，金・銀・銅賞に選ば

れた３０名の児童一人一人に，東会長より表彰

状が手渡されました。また，参加賞として全員

に鉛筆が贈られました。

＜６年卒業バイキング給食＞
栄養士や給食調理員の「給食を通して何かお祝いはでき

ないか」という思いから始まった，６年生各学級ごとの卒

業バイキング給食が今年度も行われています。給食調理員

が，その日の給食食材をバイキング風にアレンジして調理

し，ＰＴＡの方々が図書室を会場にして準備され，６年生

は自分たちがお世話になった教職員を招待するというもの

です。「食育」が推進されている中で，子どもたちは，家

庭科で栄養バランスを考

えた食事の大切さを学ん

でいます。バイキング給

食においても，子どもた

ちは，好きな物を好きなだけ採って食べるのでは

なく，おいしそうなメニューの中から，栄養バラ

ンスや友達の食べる量を考えて食器に採り，残さ

ず感謝して食べています。

＜授業参観アンケートより＞
１月の参観授業には，多くの保護者の皆様にお越しいただきましてありがとうご

ざいました。参観後の保護者アンケートに次の内容についての声が寄せられました。

◎ 児童の一斉下校時における教職員の下校指導について

→ 教職員が通学路に立って下校指導を行う場所として，鈴が台二・三丁目境

（鈴が峰学園～交番前）を追加します。

◎ 井口二丁目のマンション建設にかかわる内容について

→ 現在，マンション側に対して，マンション建設説明会に参加していただい

ている宮本ＰＴＡ会長様及び学校から次の要望を出しています。

・児童の安全確保のため，誘導員の配置や登校時間中の工事は可能な限

り控える。

・マンションのプール側から，プールが見えないような配慮をする。

・マンション立体駐車場の出入り口場所における児童の登下校に対する安

全面での配慮をする。


